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それに応えてくれるのが第 5 章以下であり、規範的マネジメントを構成する 4 つの要素、す
なわち、企業理念、企業政策、企業体制、企業文化が詳細に論じられていくことになる。
それに先立つ第 3 章では、「企業発展J 概念について原理的な考察がおこなわれている。こ
れはブライヒャー自身が「企業とは何か」という点について立ち入った議論を展開していな























第 6 章では、 ドイツ企業管理論においては統率意思決定に関する議論としての企業政策論
が主軸となっていることを踏まえて、その理論的展開を明らかにされている。この企業政策
はアングロサクソン系の管理論や日本の経営学では「経営戦略論J と称されているものにほ
ぼ相当する領域である。まず「政策J 概念の多元性について触れられ、その後、 polity/ politics 





























































































































































山県系正幸『企業発展の経営学 現代ドイツ企業管理論の展開一』を読む 135 
の企業が進化するのかにかかわる時間的現象J (69ページ)として。あるいは、「企業発展と


























的な『責務遂行的』方向性という 2 つj が考えられ、「それぞれの企業はJ r この両極のあい






































か、という思いがある。それは第 3 章と第 4 章に係わることであり、乱暴な表現になるが、これらの章



















れる J (1 64ページ) )を積極的に評価していることからも明白であるが、後者の企業観に立っ
















































































実に真撃に向き合わなければならなくなっている事態が生まれている。例えば、 2007年 4 月
11 日の「朝日新聞J (朝刊)に、欧州統合後に、「企業に恩恵、冷める市民J 、という記事が掲
載されていた。会社だけが「発展J し、消費者や従業員が「沈み」あるいは自然が破壊され
続けている現状。このような現実を著者はどのように見ているのであろうか。利害多元的な
企業理念が定立されているならば、それが徹底されていないことになるであろうし、その実
現を保障(担保)するのが企業体制であるならば、それをどのように(実行力のあるものと
して)構築していくのか、等々、本書に関連する重大な課題が解決を迫られている。著者の
見解をはやく聴きたいものである。
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